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細菌 性赤 痢患者 お よび 同保 菌者 のAminosidine(AMD)に よる治療

戸 谷 徹 造 天 野 富 貴 子 三 宅 董

名古屋市立東市民病院

正 は じ め に

Aminosidine(AMD)は1959年 イ タ リアでStreptong・ces

chrestomiceticusよ り分 離 され た 新 しい 抗生 物 質 で あ る。

今 回,わ れ わ れはAMDを 用 い て 赤 痢 患 者 お よび 保

菌 者 の 治療 を行 なつ た の で そ の 成 績 を 報告 す る。

U.AMD使 用 症 例

AMDを 用 い た 症 例 は赤 痢患 者21例,保 菌 者15例,

計36例 で あ る。 以上 の 内赤 痢 患 者 は 男1例 を 除 く20

例 は すべ て女 子 で そ の 年 令 は10才 ～79才 に及 ん で い

る。検 出菌 型 はSh.fβex.2a2例,Sh.,flex.3al1例,

Sh.sennei8例 で 検 出 菌 は す べ てSM,CP,TC,SA耐

性 菌 であ つ た 。 ま た 保 菌 者 は13才 ～45才 にわ た り男

4例,女ll例 計15例 で 検 出 菌 型 は すべ てSh。sennei

で いず れ もSM,CP,TC,SA耐 性 菌 で あ つ た 。

皿Aminosi曲1eの 使 用例 お よび 使 用 方 法

AMD使 用 開始 病 日は 患 者 群 で は 第1病 日5例,第2

病 日7例,第3病 旧,第4病 日お よび 第9病 日各2例,

第6病 日,第7病 日各1例 で あ る。

使 用 開始 時 の症 状 は37℃ 以 上 有 熱 の もの18例 で あ

るが37～37.4℃8例,37.5～37.9℃3例,38.0～38.9

℃2例,39～39.9℃2例,40℃ 以 上3例 で他 の3例

は36℃ 台 で あつ た。

排 便 回 数 は4回 以下 の もの7例,5～10回 の も のIl

例,ll～20回 の も の3例 で あ つ た 。

蓑1症 状
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便性状は膿粘血便1

例,粘 血便8例,粘 液

便9例,長 形軟便3例

であつた(表1)。

これを滝上の赤痢判

定基準による重篤度を

みる と重 症(8点 以

上)1例,中 等症(7,

6点)6例,軽 症(5

点以下)14例 と な る

表2重 篤度

点

重症(8点 以上)

中等症(7.6点)

軽症(5点 以下)

1微
1

6

14

(表2)。

以上の患者にAMDを40mg/kgず つを1日 量とし

て毎6時 間に5日 間投与した。すなわち体重60kgの 場

合2・091日 量,5日 間,計109を 投与したことにな

る。

IV・ 治 療 成 績

患者群の治療成績

先に述べたごとき症例にAMDを 投与 した結果,

i>解 熱に要した日数

37。1℃ 以上の有熱患者17例 の解熱に要 した日数は

Il例 が1日 で解熱し,2日 を要したもの5例,3日1

例でその平均解熱 日数は1、4}日 であつた。

ii)便 回数正常化に要 した日数

投与開始時4回 以上の下痢を認めた症例16例 につき

検討すると服薬開始後排便回数が・3回以下になるのに要

した日数は1日 で正常化したもの5例,2日 を要 したも

の6例,3日 を要した もの3例,4日 を要したもの1

例,6日 を要 したもの1例 でその排便回数正常化に要し

た日数は2。25日 であつた。

ii三)便姓状の正常化に要した日数

便性状のうち異常成分中血液の消失に要した日数を服

薬開始時血便を認めた9例 についてみると1日 で血便の

消失 したもの3例,2日 で消失 したもの5例,3日 で消

失したもの1例 でその平均血便消失に要した日数は1.78

日であつた。 しかして有形便形成までの日数は21症 例

についてみると2臼 で下痢停止せるもの1例,3日 を要

したもの7例,4日 を要したもの4例,5日 および6日

各1例,7日 を要 したもの6例,9日 を要したもの1例

とな りその平均有形便形成までに要 した日数は4.89日

であつた。

以上臨床症状の改善状態を滝上の判定基準による臨床

経過判定基準に従つて判定すると滝上のいうごとき血便

を認め得る症例の減少せるため判定可能な症例は9例 の

みであるが,こ れを下痢回数lI回 以上の群(3例)と

io回以下の群(6例)に ついてみると表3,表4の ごと

くな り,臨 床効果いずれも100傷 有効な成績を得た。

V.除 菌 効 果

つぎにAMDの 除菌効果につ き患者症例2E例 につ

き検討すると1日 で排菌停止を認めたもの5例,2日 を

要 したもの7例,3日 を要 したもの8例,6日 を要 した



210 CHEMOTH夏RAPY FEB.1968

表3臨 床経過判定
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表4臨 床経過判定成績 表6総 合経過判定成績

下痢回数 昔 十
成 績1

>ll回

(3例)

≧10回

(6例)

66%

十

33.3%

100%

66.7% 33.3%

lOO%

0
A

0
B

28.6% 47.6%

76。2%

44.4% 44.5%e

88.9%

23.8%

11.1%

表7患 者分離赤痢菌株のAMDに 対するMIC

もの1例 であつたが再排菌症例が5例 あつた。再排菌症

例の再排菌病日は服薬終了後3日 目のもの4例,14日

目のものが1例 であつた。

服薬開始後平均排菌停止に要 した日数は2。33日 であ

つた。また再排菌率は23.8%と なる。

これを滝上の総合経過判定基準よりみると排菌停止と

下痢停止の項(A)で は表5の ごとくな り,(紛 のもの

6例28.6%,(十>IO例47.6%,(一)5例23.8%と

なる。

また排菌停止と血便消失の項(B)で は表5の ご と く

(`t・1-)4例44.4%,(十)4例44.4%と な り(一)は1

例11.1%と な り,表6に 示すご と くAMDの 赤痢治

療効果はA項 で76.2%,B項 で88.9%有 効 とな り,

赤痢治療の適合抗生物質 といえる。

VI・ 保菌者の治療成績

保菌者15例(い ずれもSh・somei菌 症例)に 患者と

菌 種(株 〉 別
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〃

〃

〃
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1.56
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1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

三.56

1.56

1.56

1.56

同様にAMDを40mg/kgず つ5日 間投与 を 行 なつ

た。
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表8AMD,KM,PRMの 感受性

菌 種
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その結果は1日 で排菌停止 したもの9例,2日 を要 し

たもの4例,3日 を要 したもの2例 でその平均排菌停止

に要 した 日数は1.53日 であつた。しか しながら再排菌

例が3例20。0%に あつた。再排菌は服薬終了後7日 目

2例,16日E1例 であつた。すなわち保菌者治療中15

例中12例80.0%に 有効であつた。

VU.基 礎 的 事 項

以上,臨 床的検討に よ りAMDは 赤痢治療剤として

有効であることを認めたが,基 礎的検討としてつぎのこ

とを行なつた。

すなわち赤痢菌の菌型別に抗菌スペク トラムを検討し

たこれらの菌株はすべてわれわれの分離して保存 してあ

る株を用いた。その検討にはハー トイソフユージオソ平

板で倍数稀釈法によつた画線培養法で行なつた。その成

績は表7に 示すごとく,い ずれの株 も1・56=mcg/miの

MICを 示 した。

つぎにKM,PRMとAMDと の抗菌スペク トラム

を比較する目的で表8に 示すごとく,54株 の赤痢菌株

につき比較検討を行なつたがこれら3種 類の抗生物質で

はその抗菌性はきわめてよく相似していた。
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表9 既知抗生剤との交叉試験

菌 型 別

翫.dys.

ε乃.ル 労.

Sh.ノlex.

"

〃

〃

島.卿 κ.

〃

Sh。flex.

〃

〃

Sh.ル κ.

〃
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Sh.be■d.

〃

Sh.sen栩i

〃

l
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2a

2b
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4
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5

株 番 号

H.S.

H.S.

H.S.

H.S.

H.S.

H.S.

H.S.

H.S.

H.S.

乱S.

H。S.

勝 田

小 川

H.S.

H.S.
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株

株
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感 受 性 mcg麺1
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100
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100

100

1.56
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100
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0.78
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100

0.78

0.78

0.78

0.78

0.78
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0.78

1.56

童.56

0.78

0、78

0.78
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100
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1.56

3,13
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100
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12.5

夏00

12.5

3.13

3.13
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3,13

3。13

50

3.13

3.13

100

100

EMIfy,-PCiKMIpRMIAMD
12.5

12.5

12.5

12.5

6。25

3。13

3.13
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6.25
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25

25

12.5

12.5

12.5
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1.56
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0.78
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0.78
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1。56
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3.13
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1.56
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1.56
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1.56

1.56
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1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1。56

1.56

1.56

1。56

1.56

1.56

1.56

1.56

i.56

1.56

1.56,

1。56

1.56

1.56

1.56

1.56

夏.56

1.56

1.56

1.56

1.56

1。56

1.56

1.56
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また表9に 示すごとく,既 知抗生剤であるSM,CP,

TC,AB-PC,EMな どとの交叉耐性の有無を検討 した

が交叉耐性は認め得なかつた。

VIILむ す び

以上,わ れわれはAMDに つ きこれを赤痢患者およ

び保菌者計36例 に投与 しその臨床効果の検討を行なう

と共に2,3の 基礎的実験を行ないAMDは 赤痢治療

剤 として有効な適合抗生物質であることを知ると共に既

知抗生物質であるSA,CP,TCな どとの交叉耐性は な

〈KM,PRMと 同 様 に 赤 痢 菌 に対 しL56～3.13mcg/

miで そ の 発育 を阻 止 す る こ とを知 つ た 。

以上,わ れ わ れ の知 見 を 報 告 し,ご 参 考 に供 す る次第

で あ る。
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3>Aminosidine文 献,協 和 醗 酵K.K.

THE TREATMENT OF BACILLARY DYSENTHERY AND 

      ITS CARRIERS WITH AMINOSIDINE

 TETUZO TOTANI,  FUICIKO AMANO & TADASU  MIYAICE 

 Municipal Higashi Shimin Hospital, Nagoya City, Japan

 Aminosidine is a new broad-spectrum antibiotic produced by Streptomyces chrestomyceticus isolated from 
soil sample of Massa Marittim (Italy) in Farmitalia Research Laboratory. 

 In general, aminosidine possessed equally potent bacteriocidal activity Gram negative as well as 
Gram positive pathogens. 

 Aminosidine was applied to 21 patients of bacillary dysentery and 15 cases of healthy carriers. 
 Daily dose of  2.0 gram in adult was administrated every 6 hours for 5 days. Follow up observation 

was about  14-21 days on the average.
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                                    Result 
 a) Clinical  effect; 

 Remission of fever was seen in 1.15 days, normalization of the defection frequency was in 2.25 days, 
disappear of bloody feces was in 1.17 days, recovery of the stool findings was in 4.89 days on the average. 

 b) Effect for the duration of bacilli discharge; 
 The bacilli disappeared within 2.33 days after administration of the medicine but reappearance 

of bacilli was observed 23.3% in total. 
 c) The sensitivity test of Shigella to aminosidine was carried out in 54 strains. The minimal inhibi-

tory concentration  (MI  C) was  3.13-4.56  mcgiml. This concentration was almost the same as another 
oligosaccharide  antibiotics----kanamycin, paromomycin etc. 

 d) The  usefullness of new antibiotic  aminosidine in the treatment of bacillary dysentery was confirmed.




